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•情報科学、制御工学、都市工学他の先端技術知
見を融合し、Beyond 5G を構成する分散デー
タ処理基盤とそれを活用したデジタルツイン/サ
イバーフィジカルシステムなど、人間の能力の
拡張と人とロボットが共存する社会システムを
実現する技術の確立を目指します。

介護施設における認知症高齢者の
心の理解と予測に関するリビングラボ実証研究

– 表情・言動・行動・環境情報のデジタルツイン化を通して –

実験にご協力頂いた、一般社団法人日本モンテッソーリケア協会・サービス付き高
齢者向け住宅「柴原モカメゾン」の皆様に感謝いたします。
本実験は, 大阪大学大学院情報科学研究科研究倫理委員会による実施許可 (許可番号: 202305), 
および大阪大学大学院工学研究科研究倫理委員会による実施承認 (承認番号: 4–7–1) を得て実施
しています。
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NEC Beyond 5G協働研究所の目的と本取り組みの目標
NEC Beyond 5G 協働研究所の目的 介護施設における認知症高齢者の心の理解と

予測に関するリビングラボ実証研究
•確率的デジタルツイン技術の価値検証を目的と
し、介護施設における認知症高齢者の心の理解
と予測の実現可能性について検証を実施します。

•リビングラボの手法を用い、実際の介護施設と
連携して研究成果を実証し社会実装につなげる
活動です。

認知症患者の心の理解、予測のための CADATY index
認知症患者の心の予測のための

CADATY index の推定 [2]
認知症患者の心の理解のための

CADATY index の提案 [1]

•認知症患者の表情、言動、行動から、ベイズ推定
•実生活環境で取得したデータを用いて検証

介護施設のデジタルツイン「デジタルモカメゾン」の実現に向けて
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CADATY index の推定値

「確率的デジタルツイン」を活用した物
体認識や未来予測の精度向上を目指し、
リアルとデジタルの融合による介護者・
被介護者の精神的な負荷軽減に取り組み
ます。最終的には、介護者・被介護者が
お互いの立場を超えて「学び」や「気づ
き」を与え合う関係づくりを目指します。

施設内にとどまらず、
街全体で支え合う仕
組みの実現を目指し
て、広範囲のデジタ
ルツイン化を目指し
ます。

Caregivers Assess Dementia’s Anxiety designed by 
Tsuji and Yamauchi

•認知症患者の不安の強さを推定
する指標

•不穏の前段階である「不安」を
検出可能

•介護者が経験知的に会得している
認知症患者の心の状態を共有

•対象者の表情,行動,発言から点数化
≒介護者によるケアが必要な度合い

CADATY index 推定

DB

認知症患者

言動
行動表情

カメラ

マイク

環境センサ

・センシング情報と推計結果をデジタルツイン上に描画
→介護士への通知やロボット制御としてフィードバック

介護士に通知

ロボットが対応デジタルモカメゾン
※一部、作成中を含む
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